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はじめの一歩
いっぽ

 

学
がっ

校 長
こうちょう

  石川
いしかわ

 秀子
ひでこ

 

  桜吹雪の中、令和
れいわ

5年度
ねんど

のスタートです。お子
こ

様方
さまがた

の立野
たての

小学校
しょうがっこう

への入学
にゅうがく

ならびに次
つぎ

の学年
がくねん

への進級
しんきゅう

、おめ

でとうございます。今年度
こんねんど

もどうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

「はじめの一歩
いっぽ

」のこの曲
きょく

は、幼稚園
ようちえん

や保育
ほいく

園
えん

の卒園式
そつえんしき

に歌
うた

われることが多
おお

い、馴染
な じ

みのある曲
きょく

です。新
しん

１年生
１ねんせい

だけではなくても、新
あたら

しい生活
せいかつ

に向
む

け、わくわくする期待
きたい

や希望
きぼう

を感
かん

じる季節
きせつ

です。恐
おそ

る恐
おそ

る踏
ふ

み出
だ

す一歩
いっぽ

も、元気
げんき

よくジャンプする一歩
いっぽ

も、次
つぎ

につながり明日
あ す

を創
つく

っていきます。 

歩
ある

き始
はじ

めの子
こ

どもには、思
おも

わず手
て

を差
さ

し伸
の

べてその歩
あゆ

みを支
ささ

え、導
みちび

くこ

とが必要
ひつよう

です。転
ころ

ぶこともあるかもしれません。歩
あゆ

みがおぼつかないこと

もあるかもしれません。でも、それぞれの子
こ

どもが、自分
じぶん

自身
じしん

の力
ちから

で行
い

く

方向
ほうこう

を定
さだ

め、歩
ある

ける力
ちから

を育
そだ

てる場
ば

が、学校
がっこう

や家庭
かてい

・地域
ちいき

です。 

その力
ちから

を、学校
がっこう

教育
きょういく

目標
もくひょう

の「意欲
い よ く

・熱中
ねっちゅう

・満足
まんぞく

」の実現
じつげん

によって育
そだ

てていきたいと私
わたし

たちは考
かんが

えています。学校
がっこう

が子どもたちにとって

安心
あんしん

できる場
ば

であり、仲間
な か ま

とともに協 力
きょうりょく

し、お互い
お た が い

の力
ちから

を高
たか

めあえる

場
ば

となるよう、教職員
きょうしょくいん

一同
いちどう

努
つと

めてまいります。 

４月
がつ

からは、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

への対応
たいおう

が変化
へんか

し、マスクの

着用
ちゃくよう

もそれぞれ自分
じぶん

で決
き

められるようになります。顔見知
か お み し

りのはずの仲間
なかま

でも、マスクを外
はず

した表 情
ひょうじょう

に新鮮
しんせん

さを感
かん

じることでしょう。お互
たが

いに

新
あたら

しい発見
はっけん

をし、新
あたら

しい関係
かんけい

をつくる新年度
しんねんど

です。 

情報
じょうほう

を正確
せいかく

に得
え

て、自分
じぶん

で判断
はんだん

し、納得
なっとく

のいく選択
せんたく

ができる力
ちから

が、子
こ

どもたちにますます求
もと

められる日々
ひ び

が始
はじ

まります。 

学校
がっこう

行事
ぎょうじ

も、感染
かんせん

予防
よぼう

の制限
せいげん

が緩
かん

和
わ

され活動
かつどう

を見直
みなおし

していきます。

新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

と共
とも

に生
い

きる日常
にちじょう

を経験
けいけん

した子
こ

どもたちの

実態
じったい

を把握
はあく

しながら、活動
かつどう

の意味
い み

や目標
もくひょう

・価値
か ち

を振
ふ

り返
かえ

ることを大切
たいせつ

に

工夫
くふう

していきたいと思
おも

います。  

はじめの一歩 

         新沢 としひこ 

ちいさなとりが うたっているよ 

ぼくらにあさが おとずれたよと 

きのうとちがう あさひがのぼる 

かわのながれも かがやいている 

 

はじめのいっぽ あしたにいっぽ 

きょうからなにもかもが あたらしい 

はじめのいっぽ あしたにいっぽ 

ゆうきをもって おおきく いっぽ 

あるきだせ 

 

しんじることを わすれちゃいけない 

かならずあさは おとずれるから 

ぼくらのゆめを なくしちゃいけない 

きっといつかは かなうはずだよ 

 

はじめのいっぽ あしたにいっぽ 

きょうからなにもかもが あたらしい 

はじめのいっぽ あしたにいっぽ 

うまれかわって おおきく いっぽ 

あるきだせ 

 

 

 

 


